
  
 

   

 

 

 

魅力ある県立高校づくり 
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埼玉県教育委員会 

彩の国 埼玉県 

案に対する御意見をお寄せください。 
 

「魅力ある県立高校づくり第１期実施方策(案)」に対する御意見をお待ちしております。 
（巻末に別紙様式があります。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○御意見の受付期間︓令和元年７月２３日（火）まで 
○県民の皆様から寄せられた御意見を考慮して、実施方策を策定する予定です。 
○いただいた御意見の概要と、それに対する県の考え方などを公表します。 
○「第 1期実施方策（案）」は埼玉県のホームページでも御覧いただけます。 
  http://www.pref.saitama.lg.jp/f2219/iken19.html 

郵 便  〒３３０－９３０１ （住所は省略できます。） 
     埼玉県 教育局 県立学校部 魅力ある高校づくり課 
ＦＡＸ  ０４８－８３０－４９５１ 
メール  a6780@pref.saitama.lg.jp 

 
※ 件名は「魅力ある県立高校づくり第１期実施方策（案）」としてください。 
※ 必ず住所・氏名を明記してください。 
※ 郵便、ファクシミリ、電子メールのいずれかの方法で提出してください。 
  電話等による口頭での意見はお受けできないので、御了承ください。 

http://www.pref.saitama.lg.jp/f2219/iken19.html
mailto:a6780@pref.saitama.lg.jp
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 【新校の概要】   
新校は、基礎的・基本的な知識・技能を身に付けた地域産業を支える人材の育

成を目指し、農業に関する学科（以下「農業科」という。）、工業に関する学科（以

下「工業科」という。）及び「実学」を重視する普通科※の併置校（全日制課程）

として、児玉白楊高校と児玉高校を統合し、現在の児玉白楊高校の場所に設置し

ます。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 【設置時期】  
○ 新校は、令和５年度に開校します。 

 
 
 

   －生徒募集について－  

○ 新校は、令和５年度入学者選抜から生徒募集を行います。 
○ 児玉白楊高校は、令和４年度入学者選抜まで生徒募集を行います。 
○ 児玉高校は、令和４年度入学者選抜まで生徒募集を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和２年度 

入学者選抜 
令和３年度 

入学者選抜 
令和４年度 

入学者選抜 
令和５年度 

入学者選抜 

児玉白楊高校 ○ ○ ○  

児玉高校 ○ ○ ○  

新校    ○ 

 １ 地域産業を支える人材を育成する高校の設置 

  

◇ 普通科では、併置されている農業科及び工業科の学びを取り入れた実習等

を通じて、学ぶ意欲と主体的な進路意識を育む教育を行います。 

 

◇ 農業科及び工業科では、専門的な知識及び技能を身に付けるために、地域

との連携・協働による実践的な職業教育を行います。 

 

◇ 全ての学科において、社会で必要とされる基礎的な学力の定着に重点を置

き、学び直しのための科目を設定します。 

 

◇ 地域との交流を進め、地域への理解や愛着を深め、地域に貢献する人材を

育成するために、地域の教育力を積極的に活用します。 

新校の基本方針 
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 【新校の概要】  
新校は、新しい時代に求められる資質・能力の育成を目指し、主体的・対話的

で深い学びの視点から、学習環境の充実を図り、地域との協働による探究的な学

びを実践するなど、進学に重点を置いた普通科高校（全日制課程）として、飯能

高校（全日制課程）と飯能南高校を統合し、現在の飯能高校の場所に設置します。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【設置時期】  
○ 新校は、令和５年度に開校します。 

 
 
 

   －生徒募集について－  

○ 新校は、令和５年度入学者選抜から生徒募集を行います。 
○ 飯能高校は、令和４年度入学者選抜まで生徒募集を行います。 
○ 飯能南高校は、令和２年度入学者選抜まで生徒募集を行います。 

 

 
 
 
 

  

 
令和２年度 

入学者選抜 
令和３年度 

入学者選抜 
令和４年度 

入学者選抜 
令和５年度 

入学者選抜 

飯能高校 ○ ○ ○  

飯能南高校 ○    

新校    ○ 

 ２ 進学を重視した地域と協働する高校の設置 

新校の基本方針 
  

◇ 課題発見・解決能力、リーダーシップやチャレンジ精神等を育成するため、

国内外の高校生や地域の多様な人々との対話や議論を通した探究活動を行い

ます。 

 

◇ 地域を題材とした探究活動を通して、生徒の地域への興味や関心を深め、

地域と協働した課題解決や地域づくりに取り組みます。 

 

◇ 「話す」力をはじめとする英語４技能※の確実な習得等、大学入学者選抜

改革※に対応した教育活動を展開します。 

 

◇ 主体的・対話的で深い学びの視点から、学習環境の充実を図り、各教科・

科目において協調学習※やＩＣＴ※を積極的に活用します。 
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魅力ある県立高校づくり実施方策策定に向けて（再編整備 

の進め方） 
              

埼玉県教育委員会は、中学校卒業者数が減少する中、多様化する教育ニーズや高校

中途退学などの課題に対応し、県立高校の活性化・特色化を図るため、「２１世紀い

きいきハイスクール構想（平成１１年度～平成２５年度）」に基づき、５年ごとに前

期、中期、後期の「推進計画」を定め、総合学科高校や多部制定時制高校など様々な

タイプの特色ある県立高校を設置してきました。 

構想終了後は、生徒数の変動が限定的であることから、教育の質を向上させるとと

もに、学科の再編や教育課程の改編に取り組んできました。 

しかしながら、再び中学校卒業者数の減少や社会状況の変化、生徒・保護者のニー

ズの多様化などが見込まれたため、特別支援学校も含めた県立学校のより一層の活性

化･特色化を図ることを目的に、平成２８年３月に「魅力ある県立学校づくりの方針」

を策定しました。 

同方針に基づき、平成２８年度、魅力ある県立学校づくりに向け、全ての県立学校

では、学校の特色の一層の可視化を図るため「学校の活性化・特色化方針」を策定、

公表しました。 

併せて、県教育委員会では、社会のニーズに対応した特色ある高校の設置や、教育

環境の整備のための県立高校の再編整備などについて検討を進めています。今後人口

の減少が進み、これまで以上に地域と学校の連携が求められる中で、実態を把握する

ため、学校や市町村を訪問し意見交換を進めてきました。こうしたことにより「学校

や地域の現状を踏まえ計画を進めていくこと」の重要性を改めて確認したところです。 

そこで、県立高校の再編整備を進めていくに当たり、「魅力ある県立高校づくり実

施方策策定に向けて（再編整備の進め方）」を定めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ はじめに 

埼玉県教育委員会 

平成３０年４月 

参考資料 
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今後、産業・就業構造の変化やグローバル化の進展に加え、超スマート社会（Society 

5.0）の鍵を握る IoT や AI の社会への普及拡大が見込まれるなど、将来の予測が困難

な時代を迎えています。 

また、少子高齢化の急速な進行や生産年齢人口の大幅な減少による経済規模の縮小、

社会保障費の増大などが懸念されています。 

このような変化の激しい社会をたくましく生きる生徒の育成には、基礎的・基本的

な知識・技能を確実に習得させるとともに、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調

和のとれた「生きる力」を育むことが大切です。加えて、夢と自信を持ち、可能性に

挑戦するための思考力や判断力、表現力、学びに向かう力などを確実に身に付けさせ

ることも必要です。 

さらに、地域活性化の観点から、地域における学校の役割が大きくなってきていま

す。そのため、学校には、地域と連携して地域とともに活性化を図る取組がますます

求められます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）県立高校の特色化 

これからの県立高校においては、時代の要請に応えられる創造性豊かな人材を育成

するため、一層の活性化・特色化を図り、それぞれの学校のブランド力を高める必要

があります。 

そこで、今後、学校の現状、地域の状況などを見据えながら、県民や生徒、保護者

のニーズに応える特色ある県立高校の設置に向けて、学校規模に関わらず学科再編や

統合などを検討します。 
  

（２）県立高校の活性化 

今後の公立中学校卒業者数を予測すると、平成２９年３月から平成４１年３月まで

の１２年間で、約６２,０００人から約５６,０００人へ約６,０００人減少することが見込まれて

います。 

そのため、県立高校の教育の活性化の観点から、適正な学校規模※１を下回る学校に

ついては、生徒募集の状況や地域の生徒減少率とともに、学校・地域の状況や取組な

ども考慮しながら近隣の学校との統合などを検討します。 
 
 

※１ 適正な学校規模（「魅力ある県立学校づくりの方針」から） 

   全日制の課程における適正な学校規模については、平成２０年度に策定された「２１世紀いき

いきハイスクール推進計画（後期）」や平成２４年度の「魅力ある県立高校づくり懇話会報告書」

を踏まえ、１学年当たり８～６学級を標準とします。 

   ただし、中学校卒業者数の減少が著しく、適正規模を確保することが困難な地域においては、

地域の教育力の維持・向上の観点から、例外的に４学級程度までの規模とする場合があります。 
 

２ 県立高校をめぐる現状と課題 

３ 魅力ある県立高校づくり 

参考資料 
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魅力ある県立高校づくりの観点から、県立高校の全日制課程の学校数を今後３期程

度に分けて、平成４１年４月を目途に現在の１３４校を１２１～１２４校程度とする

ことが必要と考えています。 

そのため、高校の現状や地域バランスを考慮し、南部、さいたま及び県央地域※２か

らは２～４校、南西部、川越比企及び西部地域からは２～４校、東部及び利根地域か

らは２～４校、北部及び秩父地域からは２～３校の再編整備を行うことを検討してい

きます。（p.８「県立高校の配置と地域区分等」参照） 

なお、再編整備の実施に当たっては、以下の観点に基づき、検討します。 
 
 
 
 
 
 
 

① 生徒募集が困難な状況にあり、かつ、将来もその傾向が続くと見込まれ

ることから、教育の活性化のため、適正な学校規模を維持する必要がある。

（進路希望状況調査や入学志願倍率、地域の生徒減少率、募集学級数等を

参考にする。） 
  

② 地域・県民の期待や社会のニーズに対応した特色ある学校を設置する必

要がある。 
  

③ 近隣に同様の教育内容を持つ学校・学科が存在するため、活性化・特色

化を図る必要がある。 
         

※２ 地域については、埼玉県５か年計画 -希望・活躍・うるおいの埼玉- （平成２９年度～平成 

  ３３年度）における地域区分を参考にし、以下のとおりとする。 

 
 
   
 
                                     

地域区分

南部 川口市 蕨市 戸田市

さいたま さいたま市

県央 鴻巣市 上尾市 桶川市 北本市 伊奈町

南西部 朝霞市 志木市 和光市 新座市 富士見市 ふじみ野市 三芳町

川越市 東松山市 坂戸市 鶴ヶ島市 毛呂山町 越生町 滑川町 嵐山町 小川町

川島町 吉見町 鳩山町 ときがわ町 東秩父村

西部 所沢市 飯能市 狭山市 入間市 日高市

東部 春日部市 草加市 越谷市 八潮市 三郷市 吉川市 松伏町

利根 行田市 加須市 羽生市 久喜市 蓮田市 幸手市 白岡市 宮代町 杉戸町

北部 熊谷市 本庄市 深谷市 美里町 神川町 上里町 寄居町

秩父 秩父市 横瀬町 皆野町 長瀞町 小鹿野町
④

構成市町村

川越比企

①

②

③

４ 再編整備の進め方 

 再編整備を検討する観点 

参考資料 
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③
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４
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④
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参考資料 
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用 語 の 解 説 

 
 

行 用 語 解  説 頁 

あ 
ＩＣＴ 

Information and Communication Technology（情報通信技術）の略で、
情報（information）や通信（communication）に関する技術の総称。 ２ 

英語４技能 
英語４技能とは、英語の「聞く（listening）」、「読む（reading）」、
「話す（speaking）」、「書く（writing）」という四つのスキル。 ２ 

か 

協調学習 

学習者一人一人の多様な考え方を生かす学びの在り方で、学習者自身が

主体的に学びに参加し、話し合い、お互いの関わりの中で考えを統合し

て自らの理解を深める学習形態。 
２ 

さ 

「実学」を重 

視する普通科 

基礎的・基本的な知識及び技能の定着に重点を置きつつ、専門教育の実

習をはじめ、地域や企業との交流等の実体験を通して、実社会で必要と

なる生きる力の習得を目指す学校（普通科）。 
１ 

た 

大学入学者 

選抜改革 

『 学力の３要素 』（１．知識・技能、２．思考力・判断力・表現力、

３．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）を育成・評価する

ことが重要であるため、「高等学校教育」と「大学教育」、そして両者

を接続する「大学入学者選抜」を一体的に改革する高大接続改革の一つ。 

２ 

 

  

本編中、※で記した用語の解説をしています。 

参考資料 



  
 

「魅力ある県立高校づくり第１期実施方策（案）」への御意見 

埼玉県教育局県立学校部魅力ある高校づくり課 
ＦＡＸ ０４８－８３０－４９５１ 

御意見 

 

御住所 
（法人等の場合は主たる
事務所の所在地） 

 

お名前 
（法人等の場合は団体の
名称及び代表者のお名前） 

 

 
注・意見を提出できるのは、県内に住所を有する個人、法人、団体及び県内への通勤・通学者です。 
 ・御意見については、この様式を御利用いただくか、任意の書面により上記項目を記載し御提出ください。 
 
 【募集期間】  令和元年 6月 24日（月）～令和元年 7月 23日（火）（消印有効） 

別紙様式 



 


